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喧
騒
の
大
都
市
マ
ニ
ラ
。
現
在
の
マ
ニ
ラ
と
は
マ
ニ
ラ

首
都
圏
（
メ
ト
ロ
マ
ニ
ラ
）
を
指
し
、
マ
ニ
ラ
市
や
マ
カ

テ
ィ
市
な
ど
１
６
の
行
政
区
が
集
ま
り
人
口
１
２
０
０
万

人
に
も
迫
る
。
そ
の
最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
イ
ン
ト
ラ

ム
ロ
ス
」
は
マ
ニ
ラ
市
の
南
岸
に
位
置
し
、
ス
ペ
イ
ン
語

で
「
壁
に
囲
ま
れ
た
街
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
１
６
世

紀
の
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
に
作
ら
れ
た
。
今
も
当
時
の
面

影
を
色
濃
く
残
し
、
緑
も
多
く
マ
ニ
ラ
市
街
中
心
部
と
は

一
線
を
画
す
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
あ
る
。 

 

マ
ニ
ラ
観
光
の
主
な
見
ど
こ
ろ
は
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
横

の
リ
サ
ー
ル
公
園
、
そ
し
て
城
壁
内
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
要
塞
、

カ
ー
サ
マ
ニ
ラ
、
マ
ニ
ラ
大
聖
堂
、
そ
し
て
「
世
界
遺
産
」

サ
ン
・
ア
グ
ス
チ
ン
教
会
で
あ
る
。 

 

最
初
に
訪
れ
た
リ
サ
ー
ル
公
園
で
は
、
現
在
の
マ
ニ
ラ

市
長
で
元
大
統
領
の
ジ
ョ
セ
フ
・
エ
ス
ト
ラ
ー
ダ
氏
が
参

列
し
て
海
外
か
ら
の
要
人
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
て
い
た
。

も
の
凄
く
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
っ
た
！ 

 
 

 

サ
ン
チ
ャ
ゴ
要
塞
は
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
～
ア
メ
リ

カ
統
治
時
代
～
日
本
軍
占
領
時
代
と
戦
略
的
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
現
在
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
運
動
の
英
雄
ホ

セ
・
リ
サ
ー
ル
が
監
禁
さ
れ
て
い
た
場
所
と
し
て
記
念
館

が
建
っ
て
い
る
。
壁
に
は
当
時
か
ら
残
さ
れ
た
弾
痕
が
い

た
る
所
に
残
さ
れ
て
い
る
。  

 

 
 

私
が
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
サ
ン
・
ア
グ
ス
チ

ン
教
会
で
あ
る
。
ロ
マ
ネ
ス
ク
風
建
築
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

最
古
の
教
会
と
言
わ
れ
る
。
天
井
に
は
見
事
な
装
飾
画
が

施
さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
よ
る
と
本
来
は
彫

刻
す
べ
き
と
こ
ろ
「
偽
装
し
て
」
描
い
た
と
の
事
で
あ
る
。  

 

ま
た
聖
堂
の
横
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
な
っ
て
お
り
多
く

の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
絵
画
は
そ
の
ま
ま
で

飾
ら
れ
保
存
状
態
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
最
新
の
設
備
に

す
る
予
算
が
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

 

私
が
訪
れ
た
時
、
サ
ン
・
ア
グ
ス
チ
ン
教
会
で
帽
子
を

売
り
に
き
た
青
年
が
、
バ
ス
で
移
動
し
た
私
を
先
回
り
し

て
サ
ン
チ
ャ
ゴ
要
塞
で
再
び
売
り
に
き
た
商
魂
に
は
、
さ

す
が
に
脱
帽
し
た
。 

フフ
ィィ
リリ
ピピ
ンン
「「
ママ
ニニ
ララ
」」 
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